
●
平
野

▲
川
畑

■
小
宮
山

〇
二
四

▲
一
九
二
五
年
か
ら
二
八
年
、
ち
ょ
う
ど
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
描
き
文

字
集
が
一
気
に
刊
行
さ
れ
ま
す
。
お
も
な
描
き
文
字
集
を
列
挙
す
る
と
こ
う
な
り
ま
す
。

○
和
田
斐
太
『
装
飾
文
字
』
太
洋
社
装
飾
研
究
所
、
一
九
二
五
年
七
月

○
藤
原
太
一
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』
太
鐙
閣
、
一
九
二
五
年
十
二
月

○
本
松
呉
浪
編
著
『
現
代
広
告
字
体
撰
集
』
誠
進
堂
、
一
九
二
六
年
二
月
／
一
九
二
八
年

　

二
月
訂
正
増
補
版

○
矢
嶋マ

マ

週
一
『
図
案
文
字
大
観
』
彰
文
館
書
店
、
一
九
二
六
年
三
月

○
藤
原
太
一
『
絵
を
配
し
た
図
案
文
字
』
太
鐙
閣
、
一
九
二
六
年
六
月

○
野
沢
秀
雄
『
文
字
と
画
の
図
案
化
資
料
』
大
東
書
院
、
一
九
二
六
年
八
月

○
井
関
経
営
研
究
所
編
『
広
告
文
字
書
体
大
観
』
実
業
界
社
、
一
九
二
六
年

○
東
京
職
業
研
究
会
編
集
部
編
『
看
板
ポ
ス
タ
ー
広
告
用　

現
代
的
な
面
白
い
文
字
の
手

　

本
』
東
京
職
業
研
究
会
、
一
九
二
七
年
三
月

○
清
水
音
羽
『
包
装
図
案
と
意
匠
文
字
』
江
月
書
院
出
版
部
、
一
九
二
七
年
九
月

○
十
時
柳
江
編
著
『
そ
の
儘
使
へ
る
繪
と
図
案
文
字
』
弘
文
社
、
一
九
二
七
年
九
月

○
矢
島
周
一
『
図
案
文
字
の
解
剖
』
彰
文
館
書
店
、
一
九
二
八
年
四
月

○
室
田
久
良
三
・
富
田
森
三
『
広
告
カ
ッ
ト
と
文
字
集
』
誠
進
堂
、
一
九
二
八
年
四
月

四
年
間
で
十
二
冊
、
単
純
計
算
で
四
カ
月
に
一
冊
ず
つ
出
版
さ
れ
る
と
い
う
特
異
な
状

況
で
す
。
ほ
か
に
一
九
二
六
年
三
月
か
ら
同
年
末
ま
で
、
雑
誌
『
広
告
界
』
で
室
田
庫
久

良
三
（
本
名
＝
庫
造
）
の
連
載
「
広
告
用
文
字
新
書
体
の
研
究
」（
後
に
「
商
飾
字
体
の
研
究
」

と
改
題
）
も
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
さ
に
描
き
文
字
の
黄
金
期
と
い
っ
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
描
き
文
字
集
を
み
な
が
ら
、
描
き
手
の
特
徴
や
発
想
、
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
具
体
的
に
論
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊

▲
ま
ず
一
九
二
五
年
に
大
阪
で
刊
行
さ
れ
た
和
田
斐あ

や

太た

の
『
装
飾
文
字

★
図
八

』
で
す
。
さ
き
ほ

ど
、「
書
く
／
描
く
」
の
節
で
紹
介
し
た
下
村
正
太
郎
が
序
文
を
寄
せ
た
描
き
文
字
集
で
す
。

和
田
斐
太
の
経
歴
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
も
と
も
と
大
丸
の
社
員
で
店
内
の
文

字
を
描
い
て
い
た
よ
う
で
、
退
職
後
に
、
こ
の
描
き
文
字
集
を
刊
行
し
た
よ
う
で
す
。

●
さ
っ
き
の
稲
場
小
千
か
ら
、
い
き
な
り
こ
こ
へ
飛
ぶ
と
い
う
の
も
す
ご
い
ね
。

▲
こ
の
間
に
も
い
ろ
ん
な
動
き
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
た
だ
描
き
文
字
の
流
れ
を
俯

瞰
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
で
発
行
さ
れ
た
書
物
や
広
告
を
す
べ
て
見
て
い
く
の
と
等

し
い
膨
大
な
作
業
で
し
て
。
実
際
、
思
い
つ
く
だ
け
で
も
、
ク
ラ
ブ
化
粧
品
、
レ
ー
ト
化

粧
品
、
ヘ
チ
マ
コ
ロ
ン
、
資
生
堂
、
プ
ラ
ト
ン
社
の
『
女
性
』
や
『
苦
楽
』、
洋
画
封
切
館

「
松
竹
座
」
…
…
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
け
ど
。
ま
あ
、
こ
こ
で
は
描
き
文
字
の
黄
金
期
の
お

お
ま
か
な
姿
を
つ
か
む
と
い
う
こ
と
で
ご
容
赦
を
。

●
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
描
き
文
字
は
、
こ
の
本
の
た
め
に
描
い
た
も
の
な
の
？

▲
ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
実
際
に
使
っ
た
な
と
思
え
る
も
の
も
、
数
点

含
ま
れ
て
い
ま
す
け
ど
。

■
ず
い
ぶ
ん
定
形
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
後
に
出
版
さ
れ
る
描
き
文
字
集
に
も
同
じ
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
が
で
て
き
ま
す
よ
ね
。

●
ま
あ
、
手
慣
れ
て
い
る
よ
。
完
成
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
。
ス
タ
イ
ル
が
同
じ
、
エ
レ
メ

ン
ト
が
同
じ
、
似
た
よ
う
な
こ
と
ば
っ
か
り
や
っ
て
い
る
…
…
ひ
と
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
完

成
し
て
る
ね
。
以
後
の
デ
パ
ー
ト
系
の
描
き
文
字
に
は
、
こ
の
人
の
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
ね
。

▲
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
影
響
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
特
徴
と
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
省
略
で
き

る
か
を
模
索
し
て
い
る
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

●
全
然
関
係
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
切
り
文
字
や
版
画
な
ど
を
意
識
す
る
と
す
ご
く

描
き
や
す
い
ん
だ
。
ぼ
く
の
経
験
で
は
、
反
転
す
る
と
描
き
や
す
い
。
ベ
タ
を
敷
い
て
お
い
て
、
白

で
描
く
と
か
。
こ
う
い
う
の
だ
っ
て
ボ
デ
ィ
は
あ
る
ん
だ
よ
ね
、
な
け
れ
ば
描
け
な
い
わ
け
だ
し
。

描
き

文
字
の

黄
金
期

一
九
二
〇
年
代
後
半

★
図
八–
一
…
和
田
斐
太
『
装
飾
文
字
』（
太
洋
社
装
飾
研
究
所
、

一
九
二
五
年
）
よ
り
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●
平
野

▲
川
畑

■
小
宮
山

〇
二
五

★
図
八–

二
…
和
田
斐
太
『
装
飾
文
字
』（
太
洋
社
装
飾
研
究
所
、
一
九
二
五
年
）
よ
り

★
図
八–

三
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●
平
野

▲
川
畑

■
小
宮
山

〇
二
六

■
こ
れ
を
見
る
と
、
た
し
か
に
あ
り
ま
す
ね
。
さ
っ
き
川
畑
さ
ん
が
い
っ
た
と
お
り
、
全
体
の
傾
向
と
し

て
は
省
略
を
う
ま
く
使
っ
て
ま
す
ね
。

▲
こ
の
人
は
と
く
に
そ
の
傾
向
が
強
い
と
思
い
ま
す
ね
。
日
本
の
図
案
教
育
で
用
い
ら
れ

る
〝
便
化
〟
と
い
う
か
…
…
。

■
そ
の
〝
便
化
〟
と
い
う
の
が
よ
く
判
ら
な
い
ん
だ
。
言
葉
の
感
じ
か
ら
す
る
と
省
略
化
、
定
型
化
か
な

と
い
う
察
し
は
つ
く
け
ど
。

▲
平
野
さ
ん
の
世
代
は
学
校
で
習
い
ま
し
た
よ
ね
。

●
大
学
の
入
試
問
題
に
も
出
ま
し
た
よ
。
果
物
が
な
ら
ん
で
い
ま
す
、
こ
れ
を
便
化
し
な
さ
い
、

便
化
で
ス
ケ
ッ
チ
し
な
さ
い
。
デ
ッ
サ
ン
の
よ
う
に
リ
ア
ル
に
描
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
図
案
的
に

単
純
化
し
て
描
い
て
い
く
…
…
。

▲
省
略
、
単
純
化
し
つ
つ
か
た
ち
を
整
え
る
。「
便
宜
的
転
化
」
の
略
と
い
わ
れ
て
ま
す
ね
。

■
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
使
わ
れ
た
の
で
す
か
？

▲
基
本
的
に
は
文
様
史
で
使
わ
れ
て
き
た
用
語
で
す
よ
ね
。
た
し
か
、
明
治
か
ら
大
正
初

期
に
活
躍
し
た
図
案
教
育
者
・
小
室
信
蔵

☆
註
六

の
著
書
『
一
般
図
案
法
』（
丸
善
、
一
九
〇
九
年
）

に
も
で
て
た
と
思
う
か
ら
、
日
本
の
図
案
教
育
の
根
幹
と
な
っ
た
概
念
と
い
っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
。
一
九
六
〇
年
代
末
ぐ
ら
い
ま
で
は
大
学
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
で
も
採
用
し
て
い

た
は
ず
で
す
よ
。

●
歌
舞
伎
の
舞
台
の
背
景
画
と
か
、
能
舞
台
の
鏡
板
の
松
、
単
純
化
さ
れ
た
梅
の
花
や
雲
の
描
き

方
…
…
み
ん
な
便
化
で
す
。

■
そ
う
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
文
様
史
の
流
れ
が
文
字
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
入
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
こ
の
描
き

文
字
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
か
、
描
き
手
と
の
関
係
は
？

▲
ま
だ
こ
の
頃
だ
と
、
現
場
の
た
た
き
上
げ
の
方
が
お
お
い
で
す
ね
。
一
九
三
〇
年
代
に

な
る
と
、
河
野
鷹
思
さ
ん
の
よ
う
に
、
図
案
教
育
の
最
高
学
府
・
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東

京
藝
術
大
学
）
を
卒
業
し
て
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
も
で
て
く
る
け
ど
。

描
き
文
字
を
専
門
教
育
と
し
て
本
格
的
に
教
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
後

半
く
ら
い
か
ら
で
す
よ
ね
。
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
日
本
美
術
学
校
で
古
田

達
賛

☆
註
七

ら
が
…
…
。

★
図
八–

二
…
和
田
斐
太
『
装
飾
文
字
』（
太
洋
社
装
飾
研
究
所
、
一
九
二
五
年
）
よ
り

☆
註
六
…
小
室
信
蔵
（
一
八
七
〇
〜
一
九
二
二
）　

明
治
・
大
正
期

の
図
案
教
育
者
。
秋
田
県
生
ま
れ
。
一
八
九
七
年
、
東
京
・
蔵
前

の
東
京
高
等
工
業
学
校
工
業
教
員
養
成
所
工
業
図
案
科
に
第
一
期

生
と
し
て
入
学
、
一
九
〇
〇
年
卒
。
同
校
の
助
教
授
を
経
て
、
一

九
〇
八
年
か
ら
、
愛
知
県
立
工
業
学
校
教
諭
お
よ
び
名
古
屋
高
等

工
業
学
校
講
師
を
務
め
た
。
お
も
に
執
筆
活
動
で
、
揺
籃
期
の
日

本
図
案
界
に
貢
献
し
た
教
育
者
。
主
著
に
『
一
般
図
案
法
』（
丸
善
、

一
九
〇
九
年
）、『
図
案
の
意
匠
資
料
』（
丸
善
、
一
九
二
一
年
）
な

ど
が
あ
る
。

☆
註
七
…
古
田
達
賛
（
立
次
）（
一
八
八
五
〜
没
年
不
詳
）　

デ
ザ

イ
ナ
ー
。
岡
山
県
生
ま
れ
。
一
九
〇
八
年
、
東
京
美
術
学
校
図
案

科
卒
。
白
木
屋
呉
服
店
図
案
部
、
日
本
紙
器
意
匠
部
、
岡
山
商
品

陳
列
所
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
六
年
に
「
古
田
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
図

案
社
」
を
設
立
。
ま
た
同
年
結
成
さ
れ
た
商
業
美
術
家
協
会
に
参

加
し
、
濱
田
増
治
と
と
も
に
同
協
会
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

た
。古

田
は
描
き
文
字
に
関
し
て
も
積
極
的
に
発
言
、
主
な
論
文
に

「
本
邦
在
来
の
書
体
よ
り
最
近
の
新
書
体
迄
」（『
実
用
図
案
文
字

集
』
現
代
商
業
美
術
全
集
第
十
五
巻
、
ア
ル
ス
、
一
九
三
〇
年
）、

「
文
字
図
案
法
」（『
平
面
図
案
法
』
図
案
新
技
法
講
座
三
、
ア
ト
リ

エ
社
、
一
九
三
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
日
本
美
術
学
校
で
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
同
校
教
授
の
肩
書
き
で
参
加
し
た
一
九
三
六

年
の
座
談
会
で
、
こ
う
発
言
し
て
い
る
。

「
私
共
の
学
校
〔
日
本
美
術
学
校
〕
で
は
来
年
か
ら
文
字
を
書
く

科
と
い
ふ
の
を
特
別
に
設
け
て
、
生
徒
に
文
字
の
研
究
を
さ
せ
て

行
く
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
日
本
に
も
自
分
の
個
性
を
少
し
も

加
へ
な
い
で
、
此
方
の
意
志
通
り
に
忠
実
に
描
く
こ
と
の
出
来
る

技
術
者
（
ド
ラ
フ
ト
）
を
養
成
し
た
い
で
す
ね
」（
座
談
会
「
図
案

印
刷
の
諸
問
題
」、『
印
刷
と
広
告
』
第
三
巻
第
六
号
、
一
九
三
六

年
七
月
）。
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●
平
野

▲
川
畑

■
小
宮
山

〇
二
七

●
ひ
ん
し
ゅ
く
買
っ
た
だ
ろ
う
な
あ
。

▲
い
や
い
や
、
そ
う
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

ち
ょ
っ
と
わ
き
道
に
そ
れ
ま
す
け
ど
、
実
業
学
校
・
商
業
学
校
で
は
、
す
で
に
描
き
文

字
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
当
時
の
生
徒
た
ち
の
大
半
は
大
学
に
行
か
な
い

で
、
卒
業
す
る
と
地
元
の
商
店
に
就
職
す
る
。
す
る
と
ウ
イ
ン
ド
ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や

ち
ょ
っ
と
し
た
ポ
ッ
プ
ぐ
ら
い
描
け
な
い
と
…
…
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
実
業
学

校
・
商
業
学
校
の
「
商
業
美
術
」
の
授
業
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
描
き
文
字
を
教
え
た
ん
で

す
。こ

れ
が
一
九
三
〇
年
代
に
使
わ
れ
て
い
た
「
商
業
美
術
」
の
教
科
書
で
す
。
濱
田
増
治

の
『
商
業
美
術
教
本

★
図
九

』（
冨
山
房
）
で
、
一
九
三
四
年
版
で
は
上
巻
十
七
項
「
西
洋
文
字
の

描
き
方
」、
上
巻
十
八
項
「
日
本
文
字
の
描
き
方
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
欧
文
レ
タ
リ
ン
グ
と
描

き
文
字
を
教
え
て
い
ま
す
ね
。
一
九
三
六
年
版
だ
と
入
門
用
八
項
「
文
字
の
適
合
」
で
描

き
文
字
を
、
入
門
用
十
九
項
「
文
字
の
図
案
」
で
欧
文
レ
タ
リ
ン
グ
を
、
と
い
う
具
合
で

す
。

■
ま
さ
に
レ
タ
リ
ン
グ
教
育
だ
ね
、
こ
れ
は
。

●
す
ご
い
ね
、
こ
こ
ま
で
教
え
て
く
れ
り
ゃ
ね
。
学
生
時
代
、
佐
藤
敬
之
輔
先
生
は
こ
こ
ま
で
教

え
て
く
れ
な
か
っ
た
ね
。
似
た
の
は
あ
っ
た
け
ど
（
笑
）。

■
ど
こ
に
行
っ
て
も
申
し
訳
な
い
と
、
亡
師
に
な
り
か
わ
っ
て
あ
や
ま
っ
て
ま
す
（
笑
）。

★
図
九

右
上
「
西
洋
文
字
の
描
き
方
」

右
下
「
日
本
文
字
の
描
き
方
」

（
以
上
二
点
『
商
業
美
術
教
本
』
一
九
三
四
年
版
上
巻
よ
り
）

左
上
「
文
字
の
適
合
」

左
下
「
文
字
の
図
案
」

（
以
上
二
点
『
商
業
美
術
教
本
』
一
九
三
六
年
版
入
門
用
よ
り
）
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●
平
野

▲
川
畑

■
小
宮
山

〇
二
八

＊

▲
さ
て
、
つ
ぎ
の
藤
原
太
一

★
図
一
〇

の
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』（
一
九
二
五
年
）
に
移
り
ま
し

ょ
う
。

一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
、
描
き
文
字
を
一
頁
に
た
く
さ
ん
詰
め
込
ん
だ
描
き
文
字
集

が
数
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
定
型
を
示
し
た
の
が
こ
の
『
図
案
化

せ
る
実
用
文
字

★
図
一
一

』
で
す
。

藤
原
太
一
は
、
一
九
一
八
年
に
仁
丹
本
舗
の
広
告
部
に
入
社
、
二
六
年
二
月
か
ら
は
ベ

ル
ベ
ッ
ト
石
、
三
一
年
七
月
か
ら
は
カ
ガ
シ
化
粧
品
（
丸
善
商
店
化
粧
品
部
）
で
活
躍
し
た

大
阪
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
み
て
い
く
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字

★
図
一
一

』
の
ほ
か

に
、『
絵
を
配
し
た
図
案
文
字
』（
一
九
二
六
年
）
と
い
う
描
き
文
字
集
も
あ
り
ま
す
。

藤
原
の
特
徴
は
、
造
形
的
な
完
成
度
に
力
点
を
お
い
た
点
で
す
。
自
身
が
目
指
す
方
向

性
に
つ
い
て
、
彼
は
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』
の
序
文
に
こ
う
著
わ
し
て
い
ま
す
。

文
字
を
図
案
す
る―

こ
れ
も
一
つ
の
芸
術
で
あ
る
と
云
い
た
い
。（
中
略
）
詩
歌
や
絵

画
に
於
て
、
僅
か
一
点
の
無
駄
な
言
葉
、
僅
か
ひ
と
筆
の
不
要
な
線
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
よ
う
に
、
其
れ
は
文
字
を
図
案
す
る
上
に
於
て
も
全
く
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
の
方
向
性
は
〝
ロ
ゴ
タ
イ
プ
派
〟
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
あ
と
で
紹
介
す
る

矢
島
周
一
が
描
き
文
字
を
一
揃
え
の
フ
ォ
ン
ト
と
し
て
捉
え
た
、
い
わ
ば
〝
書
体
開
発

派
〟 

で
す
か
ら
、
ふ
た
り
は
対
照
的
な
存
在
で
す
ね
。

★
図
一
〇
…
藤
原
太
一
（
大
阪
広
告
協
会
編
『
大
阪
広
告
人
名
鑑
』

大
阪
広
告
協
会
、
一
九
三
三
年
よ
り
）

★
図
一
一–

一
…
藤
原
太
一
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』（
太
鐙
閣
、
一
九
二
五
年
）
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毛
筆
、
ペ
ン
書
き
、
そ
し
て
マ
ウ
ス
へ



〇
二
九

★
図
一
一–

二
…
藤
原
太
一
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』（
太
鐙
閣
、
一
九
二
五
年
）
よ
り

第
一
章　

毛
筆
、
ペ
ン
書
き
、
そ
し
て
マ
ウ
ス
へ



●
平
野

▲
川
畑

■
小
宮
山

〇
三
〇

★
図
一
二
…
藤
原
太
一
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』

（
太
鐙
閣
、
一
九
二
五
年
）
よ
り

●
こ
の
人
、
自
分
で
描
い
て
い
る
ん
だ
よ
ね
?

▲
は
い
。
当
時
の
広
告
に
は
、「
独
自
の
創
造
図
案
文
字
数
千
点
に
加
ふ
る
に
既
に
他
に
よ

つ
て
造つ

く

ら
れ
た
字
体
を
も
極
め
て
広
い
範
囲
に
亘わ

た

つ
て
取
拾
し
、
更
に
自
家
一
流
の
描
法

を
是
れ
に
施
し
て
自
家
函
中
の
球
を
磨
き
上
げ
て
ゐ
る

☆
註
八

」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
文
面
ど
お

り
な
ら
自
作
が
中
心
で
、
他
者
の
も
の
を
採
録
し
た
場
合
も
、
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
非
常
に
う
ま
い
よ
ね
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
デ
ッ
サ
ン
力
が
優
れ
て
い
る
ね
。

▲
藤
原
の
描
き
文
字
か
ら
は
、
精
度
を
高
め
よ
う
と
い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
く
ら
べ
て
矢
島
の
『
図
案
文
字
大
観
』
は
、
数
を
揃
え
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
て
、
個
々

の
形
や
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
は
弱
い
か
と
…
…
。

●
そ
う
だ
ね
、
完
成
度
は
高
い
よ
ね
。
こ
れ
す
ご
い
ね
、
一
冊
も
ら
っ
て
い
き
た
い
ぐ
ら
い
だ
ね
。

お
っ
、
こ
れ
は
分
合
活
字
の
発
想
じ
ゃ
な
い
の
。「
飠
」（
し
ょ
く
へ
ん
）
だ
か
ら
右
側
に
包
を
描

け
ば
、「
飽
」
に
な
る
…
…
分
合
描
き
文
字

★
図
一
二

！

☆
註
八
…
藤
原
太
一
『
絵
を
配
し
た
図
案
文
字
』（
太
鐙
閣
、
一
九

二
六
年
）
巻
末
の
広
告
よ
り
。
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●
平
野

▲
川
畑

■
小
宮
山

〇
三
一

■
こ
の
本
も
版
を
重
ね
た
の
？

▲
か
な
り
。
描
き
文
字
集
の
特
徴
は
、
も
の
す
ご
く
版
を
重
ね
る
ん
で
す
よ
。
や
は
り
便

利
な
実
用
書
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

●
こ
こ
に
あ
る
ビ
ッ
ト
マ
ッ
プ
・
ス
タ
イ
ル
の
描
き
文
字

★
図
一
三

は
珍
し
い
よ
ね
…
…
こ
れ
、
ほ
ら
さ
っ

き
の
ラ
ク
ダ
の
モ
モ
ヒ
キ
体

★
図
一
四

ね
。
こ
れ
は
い
ろ
ん
な
人
の
描
き
文
字
集
に
出
て
く
る
ん
だ
よ
ね
。

▲
ラ
ク
ダ
の
モ
モ
ヒ
キ
体
（
笑
）。

●
足
首
が
し
ま
っ
て
い
る
形
、
な
ん
か
あ
っ
た
か
い
味
が
あ
っ
て
安
心
で
き
る
。

■
楽
だ

0

0

体
と
い
う
か
（
笑
）。

●
ネ
タ
を
明
か
す
と
ね
、
こ
の
種
の
塗
り
残
し
ね
。
こ
れ
が
意
外
と
粋
な
も
の
な
ん
だ
よ
。
こ
れ

を
デ
ジ
タ
ル
で
や
る
と
一
気
に
ベ
タ
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。
む
か
し
筆
で
描
い
て
い
た
と
き

は
、
描
い
て
る
途
中
で
い
い
な
あ
と
思
い
つ
つ
、
塗
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
（
笑
）。
止
め
る
の
は
勇
気
が

い
る
ん
だ
よ
ね
。

▲
ラ
ク
ダ
の
モ
モ
ヒ
キ
体
の
影
響
で
、
こ
れ
か
ら
平
野
さ
ん
の
描
き
文
字
に
も
塗
り
残
し

が
登
場
す
る
と
か
（
笑
）。

■
編
集
者
が
な
に
か
忘
れ
て
ま
せ
ん
か
と
（
笑
）。

●
ベ
ジ
エ
で
や
る
の
は
む
ず
か
し
い
ん
だ
よ
。

こ
の
人
、
相
当
う
ま
い
で
す
ね
。
こ
の
《
草
笛

★
図
一
五

》
な
ん
か
ね
。
完
全
に
〝
描
く
〟
だ
よ
ね
、
絵

だ
も
ん
ね
。
そ
れ
と
都
市
名
を
描
い
た
の

★
図
一
六

が
あ
っ
た
ね
。
お
も
し
ろ
い
ね
。
す
ご
い
よ
。
で
も
こ

こ
ま
で
ウ
ソ
つ
け
な
い
よ
。

▲
長
崎
の
長
と
い
う
字
、
こ
こ
ま
で
抽
象
化
す
る
の
は
勇
気
が
い
る
？

●
勇
気
が
い
る
ね
え
。
車
窓
か
ら
見
た
風
景
っ
て
感
じ
が
す
る
よ
ね
。
軽
快
だ
よ
ね
。
こ
れ
で
ち

ょ
っ
と
太
く
し
て
い
け
ば
、
か
な
り
違
っ
た
雰
囲
気
に
も
な
っ
て
い
く
ね
。

★
図
一
三
…
藤
原
太
一
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』（
太
鐙
閣
、
一

九
二
五
年
）
よ
り

★
図
一
四
…
ラ
ク
ダ
の
モ
モ
ヒ
キ
体
（
下
・
右
か
ら
三
行
目
「
世
界
の
山
水
」）、
藤
原
太
一
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』（
太
鐙
閣
、
一
九
二
五
年
）
よ
り
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〇
三
二

★
図
一
六
…
藤
原
太
一
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』（
太
鐙
閣
、
一
九
二
五
年
）
よ
り

★
図
一
五
…
藤
原
太
一
『
図
案
化
せ
る
実
用
文
字
』（
太
鐙
閣
、
一
九
二
五
年
）
よ
り

第
一
章　

毛
筆
、
ペ
ン
書
き
、
そ
し
て
マ
ウ
ス
へ


